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失敗事例のタイトル：.  
海水中で SUS304鋼製ピンは腐食疲労する 

一次原因（材料要素）：設計不良、

腐食疲労 
機種：海水用弁 
使用期間：数年間 

部品：弁体支持ピン 
寸法；φ26ｍｍ 

鋼種：SUS304、オース
テナイト系ステンレス

鋼	
  

使用環境：海水 
水質： 

損傷発生時の状況：  
①図１は海水中で使用した SUS304鋼製弁体支持ピンの損傷状況である。a)図はピンの表面状況で
あり、直径 0.5mmの腐食孔が多数発生している。 
②b)図はその破断面である。そのスケッチに示すように矢印地点６個所より割れが発生し、それぞ
れ扇形に進行した後、合体して破断に到っており、典型的な腐食疲労損傷と思われる。 
調査内容とその結果；	
  
①ピンの化学組成は JIS規格をを満足しており、金属組織は健全である。 
②本破断面を拡大して観察すると、いずれの割れも孔食底より発生し、比較的明瞭な貝殻状模様と

ストライエーションが見られ、本損傷が腐食疲労損傷である事を裏付けている。 
③各地点におけるストライエーション間隔を読取り、破壊力学的関係を整理すると、本ピンへの付

与応力は 390MPa前後と推定される。 
④以上より、本損傷は金属材料側に問題があると見るよりも、海水環境での SUS304 鋼の 108cycle
における腐食疲労強度が 100MPa程度であることを考えると、明かに部品強度不足と判断される。 
損傷発生のシナリリオ： 
①海水環境で容易に孔食が発生する SUS304鋼を強度メンバーとして使用した。 
②当然、海水中で孔食が発生し、時間の経過に伴い応力集中が増していった。 
③一方、ピンに対する当初の設計付与応力が高かった。 
④その結果、当所の期待寿命以下で腐食疲労破壊が生じた。 
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）： 
①本ケースの対策は部品形状の変更が有効と思われる。すなわち、海水中では高級材料を使用しな

い限り、局部腐食孔の発生が防止しにくいので、ピン径を増大させることで付与応力を低減される

手法が最も現実的対策と思われる。 
②なお、使用材料を高級材料、たとへばインコネル 600、Ni基合金に変更することで孔食発生を防
止し、腐食疲労損傷を防止する手法も有効である。しかし、腐食疲労強度は、共に SUS304鋼の 2
倍強であり、確実なな対策になりにくいものと思われる。 
教訓： 腐食疲労破壊の防止策は、耐食性材料を選択すると共に、付与応力の減少に留意すべきである。 
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